
◇
平
成
15
年
度
予
算
に
つ
い

て
平
成
15
年
度
の
予
算
案
は
、

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
比
一
・
二
％
増
の
九
百
十
七

億
三
千
万
円
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
十
あ
る
特
別
会
計
は
六
百

五
十
二
億
九
千
七
百
万
円
、
病

院
事
業
会
計
が
三
十
九
億
九
百

万
円
、
水
道
事
業
会
計
が
九
十

七
億
六
千
万
円
で
、
予
算
総
額

が
千
七
百
六
億
九
千
六
百
万
円

と
な
り
ま
す
。
こ
の
額
は
平
成

14
年
度
当
初
予
算
よ
り
〇
・
七

％
増
え
て
い
ま
す
。

◇
柏
市
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

行
政
改
革
の
推
進
に
伴
い
、

職
員
定
数
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
市
長
と
教
育
委
員
会
の
事

務
部
局
合
わ
せ
て
三
十
人
を
削

減
し
、
職
員
の
総
定
数
を
現
在

の
二
千
六
百
二
十
人
か
ら
二
千

五
百
九
十
人
に
改
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

◇
柏
市
行
政
組
織
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

個
人
情
報
の
保
護
と
情
報
公

開
と
の
一
体
的
な
推
進
な
ど
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
す
る
た

め
に
組
織
の
一
部
を
改
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

◇
柏
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

平
成
15
年
度
分
か
ら
の
国
民

健
康
保
険
料
率
に
つ
い
て
、
医

療
分
で
は
所
得
割
七
・
八
六
％

を
八
・
二
〇
％
に
、
均
等
割
一

万
四
千
七
百
円
を
一
万
八
千
円

に
、
平
等
割
一
万
二
千
円
を
一

万
四
千
五
百
円
に
、
ま
た
介
護

分
で
は
所
得
割
〇
・
八
八
％
を

一
・
三
〇
％
に
、
均
等
割
六
千

六
百
円
を
八
千
五
百
円
に
、
介

護
分
の
賦
課
限
度
額
を
七
万
円

か
ら
八
万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
柏
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

平
成
15
年
度
か
ら
平
成
17
年

度
ま
で
の
介
護
保
険
料
の
区
分

を
五
段
階
か
ら
六
段
階
に
変
更

し
、
各
段
階
の
保
険
料
率
を
定

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
柏
市
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て下

水
道
の
維
持
管
理
費
や
借

入
金
返
済
費
の
増
大
に
対
処
す

る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
、
下

水
道
使
用
料
を
平
均
三
・
一
六

％
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般
家

庭
で
月
に
二
十
立
方
メ
ー
ト
ル

を
使
用
す
る
場
合
、
一
カ
月
の

使
用
料
の
額
は
千
八
百
三
十
五

円
か
ら
千
九
百
三
十
円
に
な
り

ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
主
な
議
案
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
平
成
14
年
度
柏
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
　

◇
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
第
二
清
掃
工
場
用
地
）

な
お
、
議
案
の
概
要
は
、
行

政
資
料
室
（
市
役
所
第
二
庁
舎

一
階
）
に
あ
る
「
提
出
予
定
議

案
の
説
明
資
料
」、
各
近
隣
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
「
例
規
の
お
知

ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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当
初
30
議
案
を
審
議
へ

な
ど

平
成
15
年
度
予
算
案

3月市議会

こんぶくろ池周辺の公園整備を始めます

柏
市
議
会
平
成
15
年
第
一
回
定
例
会
（
３
月
市
議
会
）
は
、

２
月
28
日
に
招
集
さ
れ
、
３
月
25
日
ま
で
の
予
定
で
開
か
れ

ま
す
。
今
議
会
で
は
、
平
成
15
年
度
柏
市
一
般
会
計
予
算
を

は
じ
め
、
柏
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
な
ど
、
当
初
三
十
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

3月市議会の日程�

   2月28日�   招 集 日 �
  3月 6日� 一般質問�

7日� 〃�
10日� 〃�
11日� 〃�
12日� 〃�
13日�  議案質疑�
14日� 〃�
17日� 〃�
18日� 委　員　会�
19日� 〃�
20日� 〃�
25日�   採　　決　

　月　日　  議事内容�
�

例
年
に
な
い
寒
さ
も
よ
う
や

く
緩
み
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
も
終
え
ん
に
向
か
う
兆
し

で
す
。

３
月
の
定
例
市
議
会
で
は
市

町
合
併
に
関
す
る
議
論
を
活
発

に
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
議

案
で
は
、
少
人
数
学
級
に
近
づ

く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
教
員
導
入
、

上
利
根
地
区
農
業
活
性
化
の
た

め
の
支
援
策
、
こ
ん
ぶ
く
ろ
池

周
辺
の
公
園
化
の
た
め
の
予
算

な
ど
特
色
の
あ
る
施
策
・
事
業

を
提
案
し
ま
し
た
。

施
政
方
針
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

平
成
17
年
秋
開
業
の
見
通
し

と
な
り
、
沿
線
で
は
着
々
と
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
４
月
に
は
、
守
谷
車

両
基
地
を
中
心
に
車
両
の
走
行

試
験
が
始
ま
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
市
内
の
新
駅
名
候
補
に
つ

い
て
は
、「
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ

ス
駅
」「
柏
た
な
か
駅
」
と
決

定
し
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
株

式
会
社
へ
報
告
し
ま
し
た
。
全

線
の
正
式
駅
名
は
同
社
が
３
月

末
ご
ろ
ま
で
に
決
定
す
る
予
定

で
す
。

◇
サ
ポ
ー
ト
教
員
に
よ
る
少

人
数
指
導

小
学
校
低
学
年
の
基
礎
的
・

基
本
的
学
力
の
定
着
と
集
団
へ

の
適
応
を
促
す
た
め
、
４
月
か

ら
サ
ポ
ー
ト
教
員
を
派
遣
し
、

少
人
数
指
導
を
支
援
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。平
成
15
年
度
は
、

一
年
生
で
一
ク
ラ
ス
三
十
六
人

以
上
の
学
級
が
対
象
で
す
。

◇
市
民
活
動
へ
の
支
援

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ

り
地
域
の
活
性
化
、
行
政
の
効

率
化
を
進
め
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
を
含
め
た
市
民
公
益

活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
環
境

整
備
を
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

各
セ
ク
タ
ー
の
役
割
を
含
め
た

市
民
公
益
活
動
支
援
条
例
の
制

定
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◇
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別

基
金
の
活
用

こ
れ
ま
で
も
こ
の
特
別
基
金

を
使
い
、
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
講
師

補
助
業
務
や
公
園
の
維
持
管
理

業
務
、
放
置
自
転
車
の
整
理
業

務
な
ど
を
通
し
て
、
新
た
な
雇

用
機
会
を
創
出
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
15
年
度
も
こ
の
基
金

を
積
極
的
に
活
用
し
、
雇
用
の

確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
農
業
振
興
の
取
り
組
み

地
元
農
産
物
を
地
元
で
消
費

す
る
「
地
産
地
消
」
の
一
環
と

し
て
、
市
内
農
業
者
が
開
設
す

る
農
産
物
直
売
所
の
建
設
に
対

し
て
、
国
庫
補
助
金
を
活
用
し

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
構
造
改
革
特
区

第
二
次
提
案
の
募
集
が
あ

り
、
本
年
１
月
、
農
業
を
通
じ

て
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す

「
都
市
型
農
業
活
性
化
促
進
特

区
」と
し
て
再
提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
一
次
募
集
で
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
提
案
の
う
ち
、

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

九
十
三
項
目
に
つ
い
て
、
本
市

と
し
て
の
活
用
や
新
た
な
提
案

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

◇
第
二
清
掃
工
場
の
建
設

こ
れ
ま
で
土
木
工
事
を
主
体

に
進
め
て
き
ま
し
た
。
２
月
か

ら
は
煙
突
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
電
波
障
害
対

策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
平
成

15
年
度
は
煙
突
工
事
の
ほ
か
、

建
物
本
体
工
事
・
プ
ラ
ン
ト
工

事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
第
二
期
介
護
保
険
事
業
計

画
が
ス
タ
ー
ト

平
成
15
年
度
か
ら
五
年
間
の

第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を

作
成
し
ま
し
た
。
急
速
な
高
齢

化
と
と
も
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
量

が
増
大
し
、
介
護
保
険
料
は
将

来
、
高
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
事
業

計
画
で
は
、
低
所
得
者
に
配
慮

し
、
保
険
料
の
区
分
を
五
段
階

か
ら
六
段
階
に
変
更
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

◇
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

ソ
フ
ト
面
の
取
り
組
み
と
し

て
、
障
害
者
に
対
す
る
心
遣
い

の
基
本
な
ど
を
表
し
た
「
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
小
冊
子
」
作
り

を
進
め
て
お
り
、
出
来
次
第
広

く
活
用
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

南
柏
駅
の
駅
舎
と
駅
前
広
場
を

結
ぶ
昇
降
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
協
議
を
始
め
ま
す
。

◇
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
柏
警
察
署
や
柏
商
工
会
議
所

な
ど
の
協
力
で
、
柏
駅
周
辺
の

事
業
者
が
主
体
と
な
っ
た
柏
駅

周
辺
防
犯
推
進
協
会
設
立
の
準

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
「
落
書
き
や
め
さ
せ
隊
」

な
ど
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

連
携
し
て
行
っ
て
き
た
防
犯
活

動
が
一
層
強
化
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら

守
る
取
り
組
み
と
し
て
、
新
小

学
四
年
生
を
対
象
に
「
か
し
わ

子
ど
も
安
全
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
配
布
し
ま
す
。

◇
こ
ん
ぶ
く
ろ
池
公
園
整
備

国
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
、

池
の
周
辺
約
十
二
・
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
公
園
と
し
て
整
備
す
る

事
業
を
始
め
る
予
定
で
す
。

※
施
政
方
針
の
全
文
は
柏
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
か
し
わ
シ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
」（
ア
ド
レ
ス
は

欄
外
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

17
年
秋
開
業
へ

小
学
一
年
生
で
少
人
数
指
導

柏市長 本多　晃
施政方針

つ
く
ば
エ
ク

ス

プ

レ

ス



平
成
17
年
３
月
の
合
併
特
例

法
の
期
限
を
控
え
、
全
国
各
地

で
具
体
的
な
合
併
に
向
け
た
議

論
が
進
ん
で
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
野
田
市
と
関
宿

町
が
６
月
６
日
の
合
併
を
決
定

し
た
ほ
か
、
勝
浦
市
、
大
多
喜

町
、
夷
隅
町
な
ど
の
夷
隅
郡
市

六
市
町
に
よ
る
法
定
協
議
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
千

葉
市
と
四
街
道
市
に
お
い
て
も

法
定
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
な

ど
、
い
よ
い
よ
合
併
に
向
け
た

動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

柏
市
で
も
、
大
変
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
少
子
高
齢
化
や

地
方
分
権
の
進
展
、
多
様
化
・

広
域
化
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
行
財
政
基
盤
の
強

化
を
図
る
た
め
の
一
つ
の
方
策

と
し
て
、「
合
併
問
題
」
に
つ

い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
４
月
か
ら
は
、
我
孫
子

市
、
沼
南
町
と
の
共
同
に
よ
り

合
併
を
想
定
し
た
広
域
的
な
将

来
都
市
像
の
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
度
、
我
孫
子
市

が
正
式
に
合
併
に
は
参
加
し
な

い
意
向
を
表
明
し
た
こ
と
を
受

け
、
２
月
10
日
に
新
た
に
「
柏

市
・
沼
南
町
合
併
検
討
会
」
を

設
置
し
、
一
市
一
町
に
よ
る
具

体
的
な
合
併
に
関
す
る
検
討
を

始
め
ま
し
た
。

今
回
は
、
柏
市
で
の
「
合
併

問
題
」
に
対
す
る
今
後
の
取
り

組
み
と
２
月
に
行
っ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

自
分
の
地
域
の
将
来
の

問
題
と
し
て
考
え
よ
う

市
で
は
２
月
２
日
、
中
央
公

民
館
で
、
柏
の
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
考
え
る
「
第
二
回
ま
ち
づ
く

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
き
ま

し
た
。
当
日
は
、
東
京
大
学
大

学
院
の
森
田
朗
教
授
に
よ
る
基

調
講
演
が
行
わ
れ
、
柏
市
の
合

併
を
考
え
て
い
く
た
め
次
の
よ

う
な
「
問
題
提
起
」
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
要
旨
は
、「
合
併
に
対

す
る
意
識
や
必
然
性
は
、
都
市

部
で
は
希
薄
だ
が
、
現
状
の
ま

ま
で
今
後
、
従
来
ど
お
り
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
運
営
が
で

き
る
保
証
は
な
い
。
合
併
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
自
己
改
革
が
で
き

る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
」

さ
ら
に
、「
合
併
問
題
は
、

目
先
の
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
の
住
む
地
域
の
将
来

を
見
据
え
た
視
点
が
大
切
で
あ

る
。
特
に
、
将
来
を
担
う
人
た

ち
が
自
分
の
将
来
の
問
題
と
し

て
考
え
て
い
く
必
要
性
が
あ

る
。市
町
村
合
併
に
際
し
て
は
、

自
ら
の
地
域
の
将
来
を
ど
う
し

た
い
の
か
と
い
う
視
点
で
、
住

民
自
ら
が
考
え
、
判
断
し
て
い

く
こ
と
が
基
本
で
あ
る
」
と
い

う
内
容
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
問
題
提
起
を
受

け
、
森
田
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
市
内
各
界
・
各

団
体
の
代
表
者
の
参
加
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
か

ら
合
併
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
（
別

掲
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
〜
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
合

併
を
考
え
る
〜
」
参
照
）。

柏
市
・
沼
南
町
合
併
検

討
会
〜
検
討
の
項
目
〜

「
柏
市
・
沼
南
町
合
併
検
討

会
」
は
両
市
町
の
助
役
以
下
の

職
員
で
構
成
し
、
こ
れ
ま
で
行

っ
て
き
た
各
種
調
査
・
研
究
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
一
市
一
町
に

よ
る
合
併
へ
向
け
て
次
の
よ
う

な
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

【
合
併
後
の
新
市
将
来
都
市

像
の
検
討
】

地
方
分
権
や
少
子
高
齢
化
な

ど
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
を
目

指
し
て
い
く
の
か
を
検
討
し
ま

す
。【

合
併
へ
向
け
た
体
制
な
ど

の
検
討
】

法
定
協
議
会
組
織
、
協
議
項

目
、
合
併
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

【
中
核
市
移
行
に
関
す
る
検

討
】

一
市
一
町
の
合
併
に
よ
り
中

核
市
（
別
掲
「
合
併
す
る
と
ど

う
な
る
の
」
参
照
）
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
か
ら
、
合
併
後
速

や
か
に
中
核
市
に
移
行
し
た
後

の
総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

・
合
併
へ
の
期
待
と
懸
念
事

項
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

・
両
市
町
の
行
財
政
の
概
況

等
に
つ
い
て
（
土
地
利
用
状
況

な
ど
の
概
況
や
事
務
事
業
の
比

較
、歳
入
・
歳
出
の
状
況
な
ど
）

・
合
併
後
の
財
政
規
模
な
ど

の
試
算
（
人
件
費
削
減
効
果
、

支
援
措
置
を
含
め
た
財
政
見
込

み
な
ど
）

市
で
は
、
今
後
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
合
併
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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広報� 平成１５年（２００３年）３月１日 第１１８８号 �

第2回まちづくりシンポジウム「みんなで話そう合併問題」から�

①柏市の将来性という観点から合併問題はどう映るのか�
・つくばエクスプレス沿線整備と相まって、合併による経済圏の拡大により、
商業拠点としての求心力を高められる（経済団体代表）�

・都市間競争で、独自のまちづくりが活発になる。商業と自然を生かした
ネットワーク化と情報発信で、産業、スポーツ、文化などで広域拠点機
能を担うのが望ましい（経済団体代表）�

②行財政改革という視点から合併問題をどのように考えるか�
・合併で中核市へ移行すると保健所業務が行える。また、合併による財政
規模の拡大と人員削減が可能となる。また、大きなメリットとして、合
併特例債も考えられる（市議会議員代表）�

・合併は、柏という地域社会の将来をどうしたいのか、どのような公共サ
ービスが必要なのかなどを考え、選択する大きな機会。そのことについ
ての自己改革、意識改革ができるかどうかにかかっている（労働団体代表）�

・中核市移行により行政サービスの向上が期待できる。合併による財政特
例は制度上認められたメリットである限り、受けるべきと考える。合併
による規模の拡大で職員配置に弾力性が生まれ、活性化につながる（市長）�

③厳しい時代背景の中で、市民の立場から合併問題はどのように考えるか�
・合併による市域の拡大により、血の通った行政サービスができるかどうか、
税などの住民負担が増えはしないか、地域の諸問題の解決が先送りにな
るのではないかというような不安を覚える（地縁団体代表）�

・既に市域を越えた活動をしている者にとっては、共通の課題を持つこと
による共感性や横のつながりを行政にも持ってほしい。合併とは、一つ
の枠を外していくことだと思う（福祉団体代表）�

・合併により行政も問題を大きく捉えられる一方で、市域の大きさに関わ
らず実のある市民活動への支援を願いたい（環境団体代表）�

④その他�
・民意を反映させる仕組みづくりが今も今後も必要�
・中核市移行のメリット等をみんなで享受していくべき�
・合併に関して、市民アンケート調査や啓発活動を続けていく�
・グローバル化の流れの中では、身近なまちづくりも広角の視点が必要�
・自分たちのまちは自分たちで創るという意気込みが市民にも必要�

　このシンポジウムの詳しい内容は、柏市のホームページ「かしわシテ
ィネット」（アドレスは1面欄外）でご覧いただけます。�

〈パネルディスカッション～それぞれの立場から合併を考える～〉�
�

N

柏市�

沼南町�

国
道
16
号�

国道
6号
�

東
武
野
田
線�

JR常磐線�

手賀沼�

豊四季駅�

南柏
駅�

新柏駅�

増尾駅�

逆井駅�

高柳駅�

北柏駅�

柏駅�

�

■柏市・沼南町概況比較�

柏　市�
沼南町�
　計�
�

人口：平成12年国勢調査人口�
　　（平成12年10月1日現在）�
面積：国土地理院「都道府県�
　　　市町村別面積調」�
　　（平成14年4月1日現在）�

327,851人�
45,927人�
373,778人�

�

72.91��
41.99��
114.90��

�

人口� 面積�
〈人口・面積〉�

人口密度�

4,496.7人/��
1,093.8人/��
3,253.1人/��

�

柏　市�
沼南町�
�

83.7％�
84.1％�

�

経常収支比率�公債費負担比率�

〈主要財政指標（13年度決算）〉�
起債制限比率�財政力指数（3年度平均）�

15.0％�
14.1％�

�

11.8％�
11.0％�

�

0.930�
0.745�

�

柏　市�
沼南町�
　計�
�

 26.88�（36.9％）�
5.91�（14.1％）�
32.79�（28.5％）�

�

宅地� 農地�
〈土地利用〉�

山林� 計�その他�

72.91�（100％）�
41.99�（100％）�
114.90�（100％）�

�

17.01�（23.3％）�
15.59�（37.1％）�
32.60�（28.4％）�

�

24.63�（33.8％）�
14.89�（35.5％）�
39.52�（34.4％）�

�

4.39�（6.0％）�
5.60�（13.3％）�
9.99�（8.7％）�

�

　中核市（人口30万人かつ面積100km2以上、または人口50万人以上）
へ移行すると、現在、県が行っている事務のうち、保健所関連や、身
体障害者手帳の交付等福祉行政の一部、土地区画整理組合設立の認可
等都市計画行政の一部、騒音規制区域の指定等環境保全行政の一部な
どを市自らが行えるようになります。�

合併する�
と�

どうなるの�

中核市になると�

新
し
い
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て

柏
市
・
沼
南
町
合
併
検
討
会
を
設
置

時代の変化に対応したまちづくりを



今
回
、
市
と
と
も
に
市
民
の

環
境
学
習
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
く「
市
民
環
境
ガ
イ
ド
」

を
募
集
し
ま
す
。

現
在
、
水
質
汚
濁
や
大
気
汚

染
な
ど
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

が
原
因
と
な
っ
て
起
こ
る
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
へ
の
悪
影
響
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
私
た
ち

は
日
常
生
活
の
中
で
省
資
源
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
環
境
へ

の
負
荷
を
削
減
す
る
取
り
組
み

を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
環
境

学
習
な
ど
を
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
毎
年
、
手
賀
沼
船

上
見
学
や
動
植
物
の
自
然
観

察
、
探
鳥
会
、
学
校
や
町
会
の

講
習
会
な
ど
の
機
会
に
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
家
庭
排
水
対
策
、

地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
し
て

い
ま
す
。
市
民
環
境
ガ
イ
ド
の

か
た
に
は
、こ
う
し
た
機
会
に
、

環
境
対
策
の
具
体
的
な
説
明
や

動
植
物
の
紹
介
な
ど
、
市
が
行

う
環
境
学
習
会
の
お
手
伝
い
を

職
員
と
一
緒
に
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

あ
な
た
の
い
ろ
い
ろ
な
知
識

や
経
験
を
、
ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ

ん
の
環
境
学
習
に
役
立
て
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
在
住
で
、
平
日

に
活
動
が
で
き
る
か
た
、
十
人

程
度活

動
内
容

市
が
行
う
環
境

学
習
の
補
助

報
酬

な
し

申
し
込
み

住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
環

境
に
関
す
る
経
験
・
経
歴
を
書

い
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
手

賀
沼
浄
化
な
ど
の
自
主
活
動
を

基
に
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
「
市
民

の
か
た
に
広
め
た
い
こ
と
」

（
八
百
字
程
度
）
を
同
封
し
、

〒
２
７
７
│
８
５
０
５
　
柏
市

役
所
環
境
保
全
課
へ
、
３
月
25

日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必

着
）※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

レ
ポ
ー
ト
・
経
歴
な
ど
を
参
考

に
選
考
。
結
果
は
後
日
全
員
に

通
知
し
ま
す

1
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広報�③ 第１１８８号 平成１５年（２００３年）３月１日

づ
く
り
を
進
め
る
旨
の
最
終
的
な
方

針
を
決
定
、
表
明
し
ま
し
た
。

同
市
の
不
参
加
は
、
手
賀
沼
を
は

さ
ん
で
何
か
と
縁
の
深
い
地
域
だ
け

に
、
少
し
残
念
な
気
も
し
ま
す
。
し

か
し
、
合
併
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

が
自
ら
主
体
的
に
決
す
べ
き
事
柄
で

す
か
ら
、
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
。

合
併
の
問
題
は
、
二
年
前
、
東
葛

中
部
地
区
総
合
開
発
事
務
組
合
を
構

成
す
る
柏
市
・
流
山
市
・
我
孫
子

市
・
沼
南
町
の
枠
組
み
で
検
討
を
始

昨
年
の
春
か
ら
、
手
賀
沼
を
囲
む

柏
市
・
我
孫
子
市
・
沼
南
町
の
二
市

一
町
で
、
合
併
の
可
能
性
に
つ
い
て

共
同
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。
研
究

の
成
果
は
、
昨
年
10
月
に
報
告
書
に

ま
と
め
て
公
表
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
各
市
町
で
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
地
区
懇
談
会
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
、
議
論
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
我
孫
子
市
は
先
月
10

日
、
合
併
論
議
に
は
こ
れ
以
上
参
加

し
な
い
、
今
の
ま
ま
で
独
自
の
ま
ち

「お見合い」の結果
め
ま
し
た
。
二
年
間
の
「
お
見
合
い
」

を
経
て
、
よ
う
や
く
沼
南
町
と
い
う

相
手
が
定
ま
り
ま
し
た
。

私
は
、
①
合
併
に
よ
り
市
の
規
模

を
拡
大
し
、「
中
核
市
」
を
目
指
す

こ
と
で
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
。
併

せ
て
保
健
・
衛
生
・
医
療
分
野
で
の

業
務
を
拡
充
し
、
柏
市
が
直
接
に
行

う
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
②

地
域
の
交
通
問
題
・
手
賀
沼
の
浄
化

と
周
辺
環
境
の
整
備
な
ど
、
広
域
の

課
題
に
一
体
で
取
り
組
め
る
③
合
併

す
る
市
町
に
対
す
る
国
・
県
の
財
政

支
援
を
活
用
す
べ
き
な
ど
の
理
由
か

ら
、
沼
南
町
と
の
合
併
に
つ
い
て
さ

ら
に
一
歩
を
進
め
、
具
体
的
な
議
論

に
入
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
私
の
意
見
を
言
う
と
、

も
う
結
論
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
誤
解
さ
れ
る
か
た
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

私
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
と

考
え
、
あ
え
て
市
民
の
一
人
と
し
て

議
論
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
併
す
る
か
ど
う
か
、
そ
の
範
囲

を
ど
う
す
る
か
は
、
柏
市
の
歴
史
を

振
り
返
っ
て
も
、
地
域
住
民
の
将
来

に
影
響
す
る
大
き
な
問
題
で
す
。

合
併
を
め
ぐ
る
論
議
は
こ
れ
か
ら

正
念
場
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活

発
な
ご
意
見
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
市
町
合
併
に
関
し
て

は
、
平
成
14
年
３
月
15
日
号
・
11
月

１
日
号
の
「
広
報
か
し
わ
」
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す

��

と　き�
ところ�
対　象�
�
�
内　容�
�
�
�
入場料�
申し込み�

と き �
ところ�
対 象 �
�
�
�
�
内 容 �
�
�
費 用 �
申し込み�
そ の 他 �

問�
�

　遊びを通して親子でふれあいながら、健やかな人間関係
を築いてみませんか。�　“柏の魅力を30秒で表現したら…”

柏市をPRするコマーシャルコンテスト
で1次審査を通過した12作品の公開審査
を行います。柏の新しい魅力を発見で
きるかも。�

3月8日�午後2時～4時45分�
アミュゼ柏�
1次審査を通過した作品の最
終審査�
西川りゅうじん氏、ＣＦク
リエイターほか�
無料�
当日、会場へ直接�

と き �
と こ ろ �
内 容 �
�
審 査 員 �
�
入 場 料 �
申し込み�

問�商工課 �7167─1141

コマーシャルコンテストⅡ�
かしわ発見�

公開
審査
�

盲導犬体験フェア�

問�身体障害者福祉センター �7163─9353（ファクス兼用）�

遊びのフェスタin Ｋashiwa�
　　　　　～みつめよう子どもの人権～�

3月23日�午前9時半～午後3時�
教育福祉会館�
視覚障害を持つかた、先着20人と市内在住の小
学5年生以上のかた、先着120人（講習60人、講
習・実習60人）�
視覚障害を持つかた＝盲導犬の基礎知識の講習
と盲導犬体験歩行、一般＝視覚障害を持つかた
や盲導犬との接し方の講習と視覚障害疑似体験
※どちらも懇親会あり（希望者だけ）�
無料（懇親会参加のかたは昼食代1,000円）�
3月3日�午前9時から、視覚障害を持つかたは
柏市視覚障害者協会会長青山�090─2523─6113
へ電話で、一般のかたは身体障害者福祉センタ
ーへ電話かファクスか直接�

3月15日�正午～午後4時�
保健センター�
①講演会「親から子へのことばのプレゼント」（午後
1時から）＝先着250人（一般）・「親子で遊ぼう」
（午後3時から）＝先着70組（幼児～小学校低学年
と保護者）②遊び・ふれあい体験＝乳幼児～中学生
と保護者�
講演会、遊び・ふれあい体験（スタンプラリー・フ
ェイスペイント・絵本の読み聞かせ・ベーゴマ・科
学教室・赤ちゃん人形だっこ体験など）�
無料�
当日、会場へ直接�
参加賞あり。子どもは上履きの持参を※託児なし�

児童育成課 �7167─1595・健康推進課 �7164─3333

平
成
15
年
度
の
市
政
モ
ニ
タ

ー
と
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
市
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
伺

い
、
市
政
運
営
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
た
め
の
、
広
報
モ

ニ
タ
ー
は
、「
広
報
か
し
わ
」

に
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
声
を
聴
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

【
市
政
モ
ニ
タ
ー
】

対
象

市
内
在
住
で
二
十
歳

以
上
の
か
た
、
五
十
人
※
公
務

員
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を

除
く内

容

「
市
政
モ
ニ
タ
ー
通

信
」
へ
の
回
答
（
年
六
回
）、

研
修
会
等
へ
の
参
加
（
年
三

回
）、
会
議
へ
の
出
席
（
年
二

回
）
な
ど

【
広
報
モ
ニ
タ
ー
】

対
象

市
内
在
住
（
一
年
以

上
）
で
二
十
歳
以
上
の
か
た
、

二
十
人
※
印
刷
・
出
版
関
係
の

従
事
者
、
公
務
員
、
広
報
モ
ニ

タ
ー
経
験
者
を
除
く

内
容

広
報
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
提
出
（
月
一
回
）、

校
正
体
験
等
へ
の
参
加
（
年
一

回
）、
会
議
へ
の
出
席
（
年
二

回
）
な
ど

◎
市
政
・
広
報
モ
ニ
タ
ー
共

通
任
期

４
月
〜
来
年
３
月

謝
礼
（
年
額
）

九
千
五
百

円
※
税
込
み

申
し
込
み

は
が
き
に
希
望

す
る
モ
ニ
タ
ー
名
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性

別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
応
募

の
動
機
・
市
政
へ
の
参
加
体
験

（
あ
る
か
た
だ
け
）
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
│
８
５
０
５
　
柏
市

役
所
広
報
広
聴
課
へ
、
３
月
７

日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必

着
）※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

市
政
モ
ニ
タ
ー
は
地
域
・
年
齢

・
職
業
な
ど
を
考
慮
し
て
選

考
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
は
抽
選
で

決
定
。
結
果
は
後
日
全
員
に
通

知
し
ま
す

注
意

①
会
議
や
研
修
会
な

ど
は
平
日
の
昼
間
に
行
わ
れ
ま

す
②
市
政
・
広
報
モ
ニ
タ
ー
の

兼
任
は
で
き
ま
せ
ん

1

広
報
広
聴
課
�
７
１
６
７

│
１
１
１
９

市
で
は
、
３
月
１
日
（
土
）

〜
７
日
（
金
）
ま
で
、「
消
す

心
　
置
い
て
く
だ
さ
い
　
火
の

そ
ば
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

春
の
柏
市
火
災
予
防
運
動
を
行

い
ま
す
。
も
う
一
度
、
火
の
元

を
確
か
め
て
、
火
災
の
発
生
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
火
災
予
防
運
動
に
併

せ
、
丸
井
柏
店
丸
井
館
一
階
北

側
出
入
り
口
で
「
児
童
防
火
ポ

ス
タ
ー
展
」
を
行
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。最

近
、
給
油
取
扱
所
の
セ
ル

フ
ス
タ
ン
ド
が
全
国
的
に
増
加

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い

給
油
時
の
出
火
事
故
な
ど
が
増

え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

12
月
に
は
、
市
内
の
セ
ル
フ
ス

タ
ン
ド
で
も
出
火
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の
出
火

事
故
の
原
因
の
大
半
は
静
電
気

の
火
花
に
よ
る
も
の
で
す
。
出

火
事
故
の
防
止
に
は
静
電
気
の

除
去
が
最
も
重
要
に
な
り
ま

す
。利

用
者
の
か
た
は
、
次
の
事

項
を
必
ず
守
り
、
給
油
時
の
出

火
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
た
ば
こ
な
ど
裸
火
の
持
ち

込
み
を
し
な
い
②
給
油
作
業
は

始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
同
じ
人

が
行
う
③
給
油
口
キ
ャ
ッ
プ
を

回
す
前
に
車
の
金
属
部
分
か
静

電
気
除
去
シ
ー
ト
に
触
れ
る
④

給
油
中
は
給
油
ノ
ズ
ル
の
金
属

部
分
に
触
れ
て
い
る
⑤
係
員
の

指
示
に
従
う
　

1

消
防
本
部
予
防
課
�
７
１

３
３
│
８
７
９
２

あ
な
た
の
知
識
や
経
験
が
必
要
で
す

市
民
環
境
ガ
イ
ド
を
募
集

貴重な知識を市民のために役立てて

皆
さ
ん
の
声
を
聴
か
せ
て

市
政
・
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

15年度

火の元の再確認を

春の火災予防運動



子
ど
も
料
理
教
室

と
き

３
月
27
日
（
木
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

新
田
原
近
隣
セ
ン

タ
ー対

象

小
学
三
〜
六
年
生
、

先
着
二
十
四
人

内
容

ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す

費
用

五
百
円

申
し
込
み

３
月
４
日（
火
）

午
前
９
時
半
か
ら
、
新
田
原
近

隣
セ
ン
タ
ー
へ
費
用
を
添
え
て

1

新
田
原
近
隣
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
７
―
１
２
７
６

小
学
生
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ

ナ
ー

と
き

３
月
27
日
（
木
）
〜

29
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
計
三
回
）

と
こ
ろ

芝
浦
工
業
大
学
柏

中
学
高
等
学
校
（
増
尾
）

対
象

新
小
学
五
・
六
年

生
、
三
十
人

内
容

六
本
足
で
歩
く
ロ
ボ

ッ
ト
を
作
り
ま
す

費
用

六
千
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み

は
が
き
に
「
小

学
生
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
希

望
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
・

性
別
・
学
校
名
・
学
年
・
電
話

番
号
・
申
し
込
み
回
数
・
保
護

者
の
氏
名
を
書
い
て
、
〒
２
７

７
│
０
０
３
３
増
尾
七
〇
〇

芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
高
等
学

校
事
務
室
へ
、
３
月
15
日
（
土
）

ま
で
に
郵
送
（
必
着
）
か
フ
ァ

ク
ス（
７
１
７
６
―
１
７
４
１
）

で
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選1

芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
高

等
学
校
�
７
１
７
４
―
３
１
０

０
ピ
ヨ
ピ
ヨ
親
子
シ
ョ
ー

ト
テ
ニ
ス
教
室

と
き

３
月
31
日
（
月
）
午

前
の
部
＝
午
前
10
時
〜
正
午
・

午
後
の
部
＝
午
後
１
時
半
〜
３

時
半と

こ
ろ

吉
田
記
念
テ
ニ
ス

研
修
セ
ン
タ
ー

対
象

幼
稚
園
児
・
小
学
生

と
家
族
、
各
回
先
着
八
十
組

費
用

一
組
五
百
円
（
子
ど

も
は
二
人
目
か
ら
一
人
二
百
円
）

申
し
込
み

３
月
15
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
、
吉
田
記
念
テ

ニ
ス
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ

ン
タ
ー
�
７
１
３
４
―
３
０
３

０

広報� 平成１５年（２００３年）３月１日 第１１８８号 �

市民ギャラリー�市民文化会館�   3月�   3月�

アミュゼ柏�   3月�

さわやかちば県民プラザ� 3月�

図書館�

  3月�

  3月�

催し・入場料・問い合わせ�

日・開演時間�

日・開演時間�

催し・入場料・問い合わせ�

開館時間　午前10時～午後8時（各催しの初日
は正午開館、最終日は午後6時閉館）　休館日
28日�　入場料　無料　問い合わせ　市民ギャ
ラリー（�島屋ステーションモール8階）�7148
─2211　利用申し込み　文化課 �7167─1494

開催期間� 催       し�

おはなし会�
毎週木曜日午後3時半～3時50分�
〈休館日〉�
毎週月曜日、21日��

問�

問�

と　き�
�
�
�
ところ�
入場料�

8日�・22日�午後 1
時半・3時半と9日�・
23日�午前11時・午後
1時半・3時半�
図書館本館2階�
無料�

1日��
19時�

花村恵理香&中村文美コンサート�
全自1,500円�
ハンプトンコート �7166─5288

図書館本館 �7164－5346

日本刺繍朱鷺の会作品展�1 日�～ 4日��

アート工房21絵画展�5 日�～ 9日��

10日�～14日�� テーマ「夢を見る犬」「飛ぶ犬」RYOUKO展�

19日�～23日�� 彩の会日本画�

24日�～27日�� パッチワークキルト展�

29日�～31日��
「フラワーデザイン花物語」
作品展�

「中国28宿�
～知られざる中国の星座～」�
「神話：北斗と南斗」�

視聴覚ライブラリー�
�7167－2224

28日��
18時�

朝倉まみと手話の世界�
全自2,000円�
柏中央ライオンズクラブ �7147─2233

 2日�まで�日本画月影会展�
馬場 �7124─2928

ギャラリー�

ホール�

とき� 催し・問い合わせ�

�

15日�～18日�� 彩軌会展�

8日��
16時�

定期演奏会「Piano Concert」�
全自2,000円�
流山市音楽家協会 �7158─0238

とき� 催し・入場料・問い合わせ�

20日��
19時�

定期演奏会「春の夜のファンタジー」�
全自2,000円�
柏市音楽家協会 �047─346─7199

大
ホ
ー
ル
�

8日��
11時�

9日��
12時半�

赤ずきん・三びきのこぶた�
全指S席3,000円・A席2,500円・B席2,000円�
劇団飛行船東京事務所 �03─5459─3322

交通安全フェア�
無料�
交通施設課 �7167─1304

 5日��
 ～9日��

意画展  佐藤龍史風景画個展�
蒼枝会 �0475─55─9206

11日��
 ～16日��

水彩・油彩画  ぐるーぷ彩展�
檜垣 �7131─7710

18日��
 ～23日��

藤心陶芸教室作陶展�
小坂 �7175─9664

28日��
 ～4月6日��

青葉書道会・「和」書展�
刈込 �7133─3984

こ
ど
も
の
広
場

３
月
17
日（
月
）�

該
当
す
る
か
た
は
お
早
め
に�

市
民
税
課
�
７
１
６
７
│
１
１
２
４�

柏
税
務
署 

�
７
１
４
６
│
２
３
２
１�
問�

市
・
県
民
税
と
所
得
税
�

申
告
は
３
月
17
日（
月
）ま
で�

※身体障害者手帳（1～3級か4級の一部）、精神
障害者保健福祉手帳（1・2級）を交付されて
いる満65歳以上のかたなども、対象となる
場合がありますのでお問い合わせください�

保険課 �7167─1129問�

高齢受給者証の交付予定日�
昭和8年3月2日～昭和8年4月1日生まれのかたへ�

診療を受けるときは、被保険者証とともに
高齢受給者証を提示してください�

 3月12日��

藤
心
百
人
劇
場
「
語
り

と
吟
・
舞
の
集
い
」

と
き

３
月
16
日
（
日
）
午

後
１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

藤
心
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で

小
学
生
以
上
の
か
た
、
先
着
百

人
内
容

吟
詠
と
詩
舞

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

藤
心
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
７
６
―
３
７
０
０

ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー
「
千

葉
県
の
民
話
」

と
き

３
月
22
日
（
土
）
午

後
１
時
半
か
ら
・
２
時
40
分
か

ら
（
二
回
上
映
）

と
こ
ろ

関
宿
城
博
物
館

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

関
宿
城
博
物
館
�
７
１
９

６
―
１
４
０
０

非
行
を
考
え
る
全
国
交

流
集
会

と
き

３
月
29
日
（
土
）
午

後
１
時
〜
８
時
半
・
30
日（
日
）

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
４
時
半

と
こ
ろ

さ
わ
や
か
ち
ば
県

民
プ
ラ
ザ

内
容

講
演
・
分
科
会
な
ど

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

非
行
を
考
え
る
全
国
交
流

集
会
実
行
委
員
会
�
０
３
―
５

３
３
７
―
７
９
１
１

人
形
劇
「
エ
ル
マ
ー
の

ぼ
う
け
ん
」

と
き

４
月
20
日
（
日
）
午

後
２
時
〜
３
時
40
分

と
こ
ろ

市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

費
用

二
千
六
百
円

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
子
ど
も
劇
場
�
７
１
６

９
―
８
４
５
１

催
 
し

�は3月 4日
�・�は3月5
日�の、いず
れも午後2時
から、光ケ丘
児童センター
へ電話か直接�

3月4日�の�
は午前10時か
ら、�は午前
11時から、�
は午後2時か
ら、永楽台児
童センターへ
電話か直接�

小学生、先着15
人�

小・中学生、先
着20人�

3歳児（保護者同
伴）～小学校低
学年、先着30人�

幼児と保護者、
先着50組�

3月4日�午前10
時半～11時半�

3月8日�午前10
時半～午後0時半�

3月15日�・16日
�午後1時～3時�

3月7日�午前10
時半～11時20分�

3月8日�午前10
時～11時半�

3月8日�午後6
時半～8時�

3月9日�午前10
時～11時半�

3月12日�午前9
時半～11時半�

未就学児と保護
者、先着30組�

小学生以上、先
着20人�

小学3年生以上
の子と保護者、
各日先着10組�

どなたでも（子ど
も連れも可）、先
着30人�

�

永楽台児
童センタ
ー（永楽台
近隣セン
ター内）�

光ケ丘児
童センタ
ー�

当日、会場へ
直接�

豊四季台
児童セン
ター�

■児童センターの催し� 費用は�～�・�・�は無料、�は200円、�・�は100円�
講座名� と　き� ところ� 対　　象� 内　　容� 申し込み�

豊四季台児童センター �7144─5363・光ケ丘児童センター �7170─7600・永楽台児童センター �7163─4050問�

�おはなし会�

�講座「親は
　どうしまし
　ょう」�

�作って食べ
　よう「ぼた
　もち」�

�あやつり人
　形を作ろう�

�絵本と出会
　おう「ぶっ
　くぶく」�

�スターウォ
　ッチング�

�わくわく実
　験「火おこ
　し」�

�絵手紙を書  
　こう�

人形劇「3匹のくま」
など�

絵手紙を書いて送り
ます※切手・ぞうき
ん・送る人の住所録
の持参を�

月・木星・土星など
の天体観測をします�

牛乳パックであやつ
り人形を作ります�

絵本の読み聞かせを
します�

あんこときな粉のぼた
もちを作ります�

木をこすり合わせて火
をおこします�

「子どもが学校でつ
まずいたとき」につ
いての話を聴きます�

建築物防災週間�建築物防災週間�

建築指導課 �7167─1145問�

3月1日�～7日�は�

　家具の転倒防止など、身近な
ところから防災について考えて
みませんか。�



パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
初
心

者
講
座

と
き

３
月
14
日
（
金
）
・

18
日
（
火
）
・
19
日
（
水
）
午

後
７
時
〜
９
時
（
計
三
回
）

と
こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤

で
、
パ
ソ
コ
ン
で
文
書
作
成
が

で
き
、
初
め
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
操
作
し
、
仕
事
に
生
か
し

た
い
か
た
、
十
一
人

内
容

ビ
ジ
ネ
ス
向
け
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
基

本
操
作
を
学
び
ま
す

費
用

二
千
円
程
度
（
テ
キ

ス
ト
代
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
初
心
者
講

座
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
勤

務
先
名
か
求
職
状
況
・
受
講
動

機
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０
５

柏
市
役
所
商
工
課
へ
、
３
月
７

日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必

着
）※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

求
職
・
転
職
希
望
者
を
優
先
の

上
、
抽
選

1

商
工
課
�
７
１
６
７
―
１

１
４
１

新
社
会
人
の
た
め
の
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座

と
き

３
月
25
日
（
火
）
・

26
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
（
計
二
回
）

と
こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

今
春
か
ら
勤
め
る
、

市
内
在
住
か
市
内
の
企
業
に
就

職
す
る
か
た
で
、
勤
務
先
で
新

入
社
員
研
修
が
予
定
さ
れ
て
い

な
い
か
た
、
先
着
五
十
人

内
容

社
会
人
と
し
て
の
基

礎
知
識
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

（
電
話
応
対
・
敬
語
の
使
い
方

・
慶
弔
等
）
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

３
月
３
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
商
工
課
へ
電

話
で

1

商
工
課
�
７
１
６
７
―
１

１
４
１

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
さ
ん
と

話
す
や
さ
し
い
英
語

と
き

３
月
28
日
〜
５
月
30

日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
半

〜
３
時
（
計
十
回
）

と
こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ

ー「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」

対
象

市
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
で
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が

読
め
る
程
度
の
か
た
、
二
十
人

内
容

ゲ
ー
ム
や
歌
な
ど
で

覚
え
る
英
会
話
と
国
際
交
流
に

つ
い
て
学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
さ
ん
と
話
す

や
さ
し
い
英
語
希
望
」
と
明
記

し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を

書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０
０
５

１
加
賀
三
丁
目
一
六
│
八
　
介

護
予
防
セ
ン
タ
ー
「
ほ
の
ぼ
の

プ
ラ
ザ
ま
す
お
」
へ
、
３
月
13

日
（
木
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必

着
）
※
応
募
は
一
人
一
通
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お

�
７
１
７
０
―
５
５
７
０

犬
の
し
つ
け
方
教
室

と
き

毎
月
第
二
火
曜
日
午

後
１
時
半
〜
４
時
半
（
祝
日
を

除
く
）

と
こ
ろ

千
葉
県
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支
所
（
沼
南

町
）定

員

毎
回
先
着
十
五
人

内
容

講
義
と
モ
デ
ル
犬
に

よ
る
実
演
・
実
習

費
用

八
百
円

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
東
葛
飾
支
所
�
７
１
９
１
―

０
０
５
０

講
演
会
「
子
ど
も
の
心

の
奥
に
潜
む
も
の
」

と
き

３
月
13
日
（
木
）
午

前
９
時
半
〜
11
時
半

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

定
員

百
五
十
人

費
用

無
料

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
　

1

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
柏
セ
ン

タ
ー
�
７
１
３
４
―
３
８
０
１

講
演
会
「
Ｄ
Ｖ
法
が
泣

い
て
い
る
！
」

と
き

３
月
25
日
（
火
）
午

後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

定
員

百
五
十
人

内
容

西
舘
代
志
子
さ
ん
の

講
演費

用

九
百
九
十
九
円

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

か
し
わ
ふ
く
ろ
う
の
家
�

７
１
３
２
―
６
０
２
５

春
季
外
国
語
会
話
講
座

と
き

４
月
か
ら
週
一
回

（
科
目
に
よ
り
日
時
を
決
定
）

と
こ
ろ

柏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
（
柏
六
丁
目
）

対
象

小
学
生
・
成
人
、
各

ク
ラ
ス
二
十
人

内
容

英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語

・
ス
ペ
イ
ン
語
・
イ
タ
リ
ア
語

・
中
国
語
・
韓
国
語
の
会
話

費
用

一
カ
月
二
千
円

申
し
込
み

月
〜
土
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
半
に
、
国

際
連
合
協
会
柏
支
部
へ
電
話
で

1

国
際
連
合
協
会
柏
支
部
�

７
１
６
４
―
１
４
６
７

東
京
大
学
宇
宙
線
研
究

所
・
一
般
講
演
会
「
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
」

と
き

４
月
５
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
４
時
半

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

定
員

四
百
人

内
容

宇
宙
に
漂
う
謎
の
素

粒
子
「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
」
に
つ

い
て
、
や
さ
し
く
話
し
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
一
般
講
演
会
希
望
」
と
明
記

し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
（
団
体
の
場
合
は
全
員
分
）

と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
８
５
８
２

東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
宇
宙

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
観
測
情
報
融
合

セ
ン
タ
ー
一
般
講
演
会
係
へ
、

３
月
15
日
（
土
）
ま
で
に
郵
送

で
（
当
日
消
印
有
効
）
※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
セ
ン
タ
ー
�
７

１
３
６
―
３
１
３
８
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ベッドは材質などによって、出し方が違います。�

木製ベッド＝粗大ごみ（1.2メー
　　　　　トル未満は不燃ごみ）�

マットレス�

パイプベッドの金属
部分＝資源品�

スプリング入
り＝粗大ごみ�

スプリングなし＝不燃ごみ�

●松戸市　 現代かな書の最高峰 藤岡保子展�

●野田市　 ミュージックフェスタ2003

3月8日�～4月6日�午前9時半～午後5時（入館は
午後4時半まで）※月曜日は休館（祝日を除く）�
戸定歴史館�
一般＝150円、高校・大学生＝100円、小・中学生
＝50円（土曜日は無料）�

問�戸定歴史館 �047－362－2050

と 　 き �
と こ ろ �
出 　 演 �
入 場 料 �
入場券販売所�

3月16日�午後1時半から�
野田市文化会館�
野田市内の小・中学校、市立柏高等学校吹奏楽部�
一般＝700円、高校生以下＝300円�
野田市文化会館・欅のホール�

問�野田市文化会館 �7124－1555

　このコーナーでは、松戸市・我孫子市・野田市・流山市・鎌ケ谷市
・沼南町・関宿町の近隣5市2町の情報をお知らせします。�

と 　 き �
�
と こ ろ �
入 場 料 �

　藤岡保子�
　現代かな書で最高の書き手の一人と評
される書家。�
　藤岡さんは、徳川昭武（15代将軍徳川
慶喜の弟）の姪（めい）で、作品は書・
画・工芸の分野にまでに及んでいます。�

昨
年
は
ル
ー
キ
ー
な
が
ら
十
三
試
合
に
出

場
し
、
三
得
点
を
挙
げ
る
活
躍
を
見
せ
た
宇

野
沢
祐
次
選
手
。
宇
野
沢
選
手
は
、
柏
レ
イ

ソ
ル
ユ
ー
ス
か
ら
の
生
え
抜
き
で
、
野
性
味

あ
ふ
れ
る
突
破
力
が
魅
力
の
期
待
の
星
で

す
。
い
よ
い
よ
サ
ッ
カ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来
。

持
ち
前
の
突
進
力
で
ゴ
ー
ル
目
指
し
て
突
っ

走
れ
！

講
座
･
講
演
�

�時間外保
　育士� 7人�

2人�

4人�

1人�

1人�

1人�

1人�

3人�

職　　種� 勤 務 時 間 � 勤務場所・問い合わせ�賃　金（時給）� 申し込み�募集
人数�

�時間外保
　育士�

�パート業
　務員�
�パート業
　務員�

�予備保育
　士�

�看護師�

�代替時間
　外保育士�

�パート代
　替給食調
　理員�

月～金曜日午前7時～9時半・午
後4時半～7時、土曜日午前7時～
8時半・正午～午後7時（交代制）�

月～金曜日午前7時～9時半・午
後4時半～7時、土曜日午前7時～
8時半・正午～午後7時（交代制）�

月～金曜日午前7時～9時半・午
後4時半～7時、土曜日午前7時
～8時半・正午～午後7時（交代
制）※園の都合により決定�

月～金曜日午前9時～午後2時、
土曜日午前9時半～11時半※園
の都合により決定�

月～金曜日午前8時半～午後4時
半、土曜日午前8時半～正午※
月12日、うち2日は半日勤務（交
代制）�

月～金曜日午前8時半～午後5時�

常勤＝月～金曜日、非常勤＝月
10日（半日4日を含む）のいず
れも午前8時半～午後5時�

月～金曜日午前9時～午後2時�

有資格者＝910円・無
資格者＝870円※交通
費は別途支給�

有資格者＝910円・無
資格者＝870円※交通
費は別途支給�

有資格者＝910円・無
資格者＝870円※交通
費は別途支給�

保育士有資格者＝910
円・幼稚園教諭免許
所有者＝870円※交通
費は別途支給�

860円※交通費は別途
支給�

850円※交通費は別途
支給�
850円※交通費は別途
支給�

1,260円※交通費は別
途支給�

豊町保育園�7174─8484、高
野台保育園�7133─6460、土
南部保育園（2人募集）�7173
─7811、酒井根保育園�7173─
1647、若葉保育園�7167─7655、
旭町保育園�7143─8240

あけぼの保育園�7143─7654、
増尾保育園�7172─1347

高野台保育園�7133─6460、
土南部保育園�7173─7811、
あけぼの保育園�7143─7654、
酒井根保育園�7173─1647

豊町保育園�7174─8484

酒井根保育園�7173─1647

�

東中新宿保育園�7173─9087

保育課で指定�
　 保育課 �7167─1137

市内保育園�
　 保育課 �7167─1137

■保育園の臨時職員� �～�は子育て経験・専門知識のあるかたを優先�

写真を張った
履歴書・印鑑
・資格証明書
の写し（ある
かただけ）を
持って、�・�
は保育課（市
役所第 1庁舎
2階）、それ以
外は希望する
保育園へ、3月
14日（金）まで
に直接�
�
※採用時期  
　�・�・�
　～�＝4月1
　日、�・�
　＝3月中�

問�

問�

千葉県松戸市出身。
19歳。181�、72�

あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園

の
臨
時
職
員

対
象

昭
和
14
年
４
月
１
日

以
降
に
生
ま
れ
た
か
た

勤
務
場
所

あ
け
ぼ
の
山
農

業
公
園

勤
務
期
間

４
〜
11
月
の
う

ち
、
六
カ
月
間
（
月
十
五
日
以

内
）勤

務
時
間

午
前
９
時
か
ら

実
働
七
時
間
以
内

勤
務
内
容

公
園
の
管
理

賃
金
（
時
給
）

八
百
円
※

交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
を
持
っ
て
、
３
月
７
日

（
金
）
ま
で
に
あ
け
ぼ
の
山
農

業
公
園
へ
直
接
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

1

あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園
�

７
１
３
３
―
８
８
７
７

求
 
人



市
民
活
動
補
助
金
の
交

付
団
体
を
募
集

市
と
協
働
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
連

す
る
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し

て
、
平
成
15
年
度
市
民
活
動
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
活
動

�
保
健
・
医
療

・
福
祉
�
環
境
保
全
�
男
女
共

同
参
画
社
会
形
成
の
促
進
�
子

ど
も
の
健
全
育
成
�
社
会
教
育

の
推
進
�
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

�
災
害
時
の
救
援
�
地
域
安
全

活
動
	
国
際
交
流


文
化
・
芸

術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
�
人
権
擁

護
・
平
和
推
進
な
ど

応
募
資
格

次
の
す
べ
て
を

満
た
す
団
体
�
市
内
に
事
務
所

が
あ
り
、
市
民
の
利
益
と
な
る

活
動
を
し
て
い
る
�
団
体
の
構

成
員
が
十
人
以
上
で
、
五
割
以

上
が
市
民
で
あ
る
�
継
続
的
に

活
動
し
、
一
年
以
上
の
活
動
実

績
が
あ
る
�
平
成
15
年
度
末
に

事
業
が
完
了
す
る
�
市
や
そ
の

外
郭
団
体
か
ら
の
補
助
を
受
け

て
い
な
い
�
政
治
・
宗
教
・
営

利
を
目
的
と
し
な
い
�
会
員
相

互
の
親
ぼ
く
活
動
で
は
な
い

補
助
額

活
動
事
業
費
の
二

分
の
一
（
上
限
五
十
万
円
。
人

件
費
・
施
設
の
賃
借
料
・
食
料

費
を
除
く
。
一
団
体
に
つ
き
三

回
ま
で
）

申
し
込
み

市
民
活
動
推
進

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
一
階
）

で
配
布
し
て
い
る
所
定
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
３

月
31
日
（
月
）
ま
で
に
市
民
活

動
推
進
課
へ
直
接

そ
の
他

書
類
審
査
を
通
過

し
た
団
体
は
、
４
月
に
行
う
予

定
の
二
次
審
査
（
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
方
式
）
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
補
助

金
交
付
の
可
否
は
、
学
識
経
験

者
な
ど
で
構
成
す
る
選
定
委
員

会
の
評
価
を
も
と
に
決
定
し
ま

す
注
意

制
度
・
選
定
の
内
容

が
昨
年
度
ま
で
と
異
な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

市
民
活
動
推
進
課
�
７
１

６
７
│
１
１
２
６

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集

市
で
は
、
学
習
活
動
を
行
っ

て
い
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
に
無

償
で
指
導
や
助
言
な
ど
を
し
て

い
た
だ
く
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
、
特
技
・
生
活
の
知
恵

を
お
持
ち
の
か
た
や
各
種
生
涯

学
習
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
が
で

き
る
か
た

活
動
内
容

市
民
が
自
主
的

に
行
う
講
座
や
講
演
等
の
講

師
、
学
校
の
課
外
活
動
の
指
導

や
協
力
な
ど
、
生
涯
学
習
の
直

接
的
指
導
、
学
習
グ
ル
ー
プ
の

組
織
化
に
向
け
て
の
指
導
な

ど
、生
涯
学
習
の
間
接
的
指
導
、

市
が
主
催
す
る
生
涯
学
習
関
連

行
事
へ
の
協
力
な
ど

報
酬

無
償
（
活
動
に
必
要

な
交
通
費
・
教
材
費
な
ど
の
実

費
は
依
頼
者
側
の
負
担
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）

申
し
込
み

社
会
教
育
課

（
中
央
公
民
館
内
）
で
配
布
す

る
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
３
月
14
日
（
金
）

ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
直
接
※

申
込
書
は
電
話
で
請
求
可
　

そ
の
他

３
月
18
日
（
火
）

午
後
２
時
〜
３
時
半
に
、
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
る
研
修
に
な

る
べ
く
参
加
を

1

社
会
教
育
課
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

の
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集

と
き

３
月
21
日
（
金
）
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
半

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン

タ
ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
）対

象

市
内
在
住
の
か
た
、

先
着
二
十
人

内
容

会
場
係
、
遊
び
の
手

伝
い
、
障
害
の
あ
る
子
の
補
助

な
ど申

し
込
み
　
３
月
４
日（
火
）

午
後
１
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
３
│
４
０
５
０

水
道
の
標
語
を
募
集

６
月
１
日
〜
７
日
の
水
道
週

間
に
向
け
て
、
水
に
ち
な
ん
だ

標
語
を
募
集
し
ま
す
。

特
選
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、

平
成
15
年
度
柏
市
水
道
標
語
と

し
て
、
広
報
活
動
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

応
募
資
格

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
か
た

応
募
方
法

は
が
き
に
「
水

道
週
間
の
標
語
応
募
」
と
明
記

し
、
標
語
（
三
点
ま
で
）
と
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
書
い
て
、
〒
２
７
７
―
０
０

２
５
千
代
田
一
丁
目
二
│
三
二

柏
市
水
道
部
庶
務
課
へ
、
４
月

11
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で

（
当
日
消
印
有
効
）

1

水
道
部
庶
務
課
�
７
１
６

６
―
２
１
９
１

手
賀
沼
流
域
関
連
公
共

下
水
道
事
業
計
画
変
更

案
拡
大
区
域
を
縦
覧

縦
覧
期
間

３
月
３
日（
月
）

〜
17
日
（
月
）

縦
覧
場
所

下
水
道
総
務
課

（
市
役
所
第
一
庁
舎
三
階
）

縦
覧
図
書

柏
市
第
三
号
公

共
下
水
道（
手
賀
沼
流
域
関
連
）

事
業
計
画
変
更
案

事
業
計
画
拡
大
区
域

十
余

二
字
翁
台
・
字
下
大
塚
・
字
中

大
塚
・
字
水
砂
・
字
大
割
、
船

戸
字
小
船
・
字
富
士
見
、
小

青
田
字
小
船
新
田
・
字
立
山
・

字
駒
形
・
字
大
松
・
字
川
端
・

字
弥
五
山
、
新
十
余
二
、
中
十

余
二
、
青
田
新
田
飛
地
字
元
割

・
字
向
割
、
正
連
寺
字
小
袋
池

・
字
北
谷
津
・
字
柏
山
伝
兵
衛

受
・
字
丸
山
・
字
出
山
・
字
内

山
・
字
屋
敷
内
・
字
上
留
・
字

下
留
・
字
前
谷
・
字
南
谷
・
字

南
谷
津
・
字
須
賀
井
、
若
柴
字

大
久
保
台
・
字
大
割
・
字
元

堂
・
字
溜
井
台
・
字
北
ノ
下
・

字
須
賀
井
・
字
ア
ラ
ク
・
字
カ

ハ
サ
ワ
・
字
原
山
、
大
室
字
前

畑
・
字
原
畑
・
字
大
木
戸
・
字

御
領
前
・
字
東
山
・
字
南
田
・

字
中
野
台
・
字
須
賀
井
・
字
正

連
寺
前
・
字
八
反
目
台
、
花
野

井
字
番
城
面
、
布
施
新
町
一
〜

四
丁
目
、
高
田
字
北
上
野
台
の

全
部
の
区
域
と
次
の
区
域
の
各

一
部
。
十
余
二
字
聖
人
塚
・
字

下
伊
勢
原
・
字
伊
勢
原
・
字
赤

坂
台
・
字
翁
原
・
字
南
翁
原
・

字
梅
林
・
字
北
庚
塚
、
大
青
田

字
水
砂
・
字
聖
人
塚
・
字
八
両

野
、
船
戸
字
館
林
・
字
本
町
・

字
新
町
・
字
花
前
・
字
矢
船
、

小
青
田
字
浪
洗
、
若
柴
字
馬
具

山
・
字
天
王
前
・
字
入
谷
津
、

花
野
井
字
北
花
崎
・
字
中
花
崎

・
字
張
摩
内
・
字
尾
井
戸
・
字

寺
前
・
字
葉
能
田
・
字
古
谷

前
・
字
原
・
字
丸
山
・
字
塩
辛

・
字
三
畝
割
・
字
下
高
野
、
大

室
字
小
山
台
・
字
寺
下
前
・
字

宮
前
・
字
根
崎
・
字
張
間
内
、

宿
連
寺
字
新
山
・
字
天
王
前
、

布
施
字
宿
ノ
後
・
字
前
原
・
字

前
谷
・
字
谷
ノ
尻
・
字
新
田
・

字
十
三
本
原
・
字
大
日
、
根
戸

字
高
野
台
・
字
石
東
・
字
新

堤
、
高
田
字
上
野
台
子
・
字
三

勢1

下
水
道
総
務
課
�
７
１
６

７
│
１
４
０
９

犬
と
猫
の
里
親
を
募
集

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

で
は
、
犬
や
猫
を
飼
い
た
い
か

た
と
も
ら
い
手
を
探
し
て
い
る

飼
い
主
の
か
た
の
出
会
い
の
場

「
里
親
探
し
の
会
」
を
月
一
回

開
い
て
い
ま
す
。

と
き

毎
月
第
三
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ

千
葉
県
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支
所
（
沼
南

町
）◎

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
東
葛
飾
支
所
�
７
１
９
１
│

０
０
５
０

広報� 平成１５年（２００３年）３月１日 第１１８８号 �

�子育てにこにこ電話相談�
　�7162─2525（健康推進課）�
　�～�9：00～17：00

�やまびこでんわ柏�
 （子どもの悩みごと電話相談）�
　�7166─8181（少年補導センター）�
　�・祝日を除く毎日13：00～17：00

�学校・家庭教育相談�
　�～�9：00～16：00�
　教育相談室�7167─4152

�家庭児童相談�
　�～�9：00～16：00�
　家庭児童相談室�7167─1458

�教育・幼児教育相談�
　〈電話・面接（予約制）〉�
　�～�9：00～16：00�
　教育研究所 �7145─7778

�少年相談�
　�・祝日を除く毎日9：00～17：00�
　少年補導センター�7164─7571

�消費生活相談�
　�～�9：00～16：00�
　消費生活センター�7164─4100

�緑の相談�
　第2・第4�10：00～16：00�
　北柏ふるさと公園管理事務所�
　（電話相談も可）�
　柏市みどりの基金 �7160─3120

�住宅リフォーム相談�
　�第4�10：00～16：00�
　　市役所相談室�
　�3月9日�13：15～16：15�
　　消費生活センター�
　建築住宅課 �7167─1147

�高年齢者職業相談�
　�～�9：00～16：00�
　柏ワークプラザ �7145─8542

�柏パートバンク�
　�～�9：00～16：00�
　柏ワークプラザ �7145─6114

�法律相談（予約制）�
　�・�と第1・第3・第4��
　9：30～15：30、市役所相談室�
　予約はそれぞれ前週� 9：00から�
　広報広聴課 �7167─1119
�夜間法律相談（予約制）�
　第2�18：10～20：30�
　アミュゼ柏�
　予約は前週�9：00から�
　広報広聴課 �7167─1119

�結婚相談�
　�・�・�13：00～15：00�
　教育福祉会館1階相談室�
　�7163─2734

�身体障害者更生相談�
　第1・第3�10：00～15：00�
　教育福祉会館1階相談室�
　�7163─2734

�知的障害者更生相談�
　第2・第4�10：00～15：00�
　教育福祉会館1階相談室�
　�7163─2734

�心配ごと相談�
　�・�10：00～12：00�
　教育福祉会館1階相談室�
　�7163─2734

�外国人のための相談�
　〈中国語・スペイン語・英語〉�
　英語＝毎週�・中国語＝毎週��
　スペイン語＝毎週�と第1・3��
　時間は13：00～17：00�
　国際交流室 �7167─0941

�税務相談�
　第2・第4�13：00～16：00�
　市役所相談室�
　広報広聴課 �7167─1119
�不動産お困りごと相談�
　第1・第3�10：00～15：00�
　市役所相談室�
　広報広聴課 �7167─1119
�登記相談�
　第2�10：00～15：00�
　市役所相談室�
　広報広聴課 �7167─1119

�人権相談・行政相談�
　第1・第3�10：00～15：00�
　市役所相談室�
　広報広聴課 �7167─1119

�心の健康相談（予約制）�
　3月28日�13：30～15：30�
　教育福祉会館、先着3人程度 �
　障害福祉課 �7167─1243
�ひきこもり相談�
　��～�9：00～17：00�
　  障害福祉課 �7167─1136�
　  健康推進課 �7164─3333�
　  高齢者支援課 �7167─1135�
　  家庭児童相談室 �7167─1458�
  �心配ごと相談でも受け付けます�

�女性のこころと生き方の相談（予約制）�
　毎週�10：00～16：00�
　予約は前週�9：00から�
    男女共同参画室   �7167─1127

�ボランティア相談�
　祝日を除く毎日9：00～17：00�
　教育福祉会館1階ボランティア
センター   �7165─0880

★相談日が祝・休日に当たる
場合は休みます。また、都合
により休む場合がありますの
で、事前にご確認ください�

市民相談�

�交通事故巡回相談（予約制）�
　3月6日�・20日��
　10：00～15：00�
　電話で予約を�
　交通施設課 �7167─1304　�

3月27日
�午後1
時半～3
時半�

3月20日
�午前
10時半
～正午�
3月26日
�午前
10時～
正午�

3月27日
�午後2
時～4時�

と　き�名　称� ところ� 定員�問い合わせ�

第2委員会
室（市役所
第 2 庁 舎 5
階）�

先着�
10人�

先着�
10人�

第5・第6委
員会室（市
役所第2庁
舎5階）�

柏市リサイ
クルプラザ�

先着�
15人�

環境保全課�
�7163─
4422

クリーン推
進課�7167
─1139

保健福祉総
務課�7167
─1131

先着�
5人�

クリーン推
進課�7167
─1139

�柏市ご
　み減量
　推進協
　議会�

�柏市環
　境審議
　会�

�柏市廃
　棄物処
　理清掃
　審議会�
�柏市健
　康福祉
　審議会
　全体会�

第5・第6委
員会室（市
役所第2庁
舎5階）�

■今月の審議会等�

傍聴は当日、会場へ直接（�は5分前まで）�

お
知
ら
せ
�

4月6日�午前8
時半から�

3月23日�午前
9時～午後1時�

総 合
運 動
場�

3月30日�午前
9時から�

3月23日�までに、ラ
ケットショップキャビ
ンヘ直接か富沢へファ
クス（7135－8501）で�

トーナメント
戦�

総 合
運 動
場�

3月8日�午前10時～
正午に、市民体育館
へ直接�

市 民
体 育
館�

男女シングルス（1
部）�
混合ダブルス（年
代別ABCクラス）�

１チーム6人に
よる団体戦�

市内在住・在
勤のチーム�

市内在住･在勤･在
学で中学生以上の
かた、先着52チ
ーム�

中学生以上の
かた（オープ
ン）�

1チーム3,000
円�

1 チ ー ム 年 間
30,000円（協会未
登録チームは別に
5,000円）�

一般 1,500円、
高校生 1,000円、
中学生 500円�

市内在住のか
た�

1,500円� 3月7日�までに、近
藤へ電話で�

3月8日～29日
の毎週土曜日
午後1時～2時
半（計4回）�

初心者向けの
説明と実技（持
ち物＝運動着、
シューズ）�

市 民
体 育
館�

近藤�
�7167－
4655

竹野�
�7174－
6071

富沢�
�7135－
8500

3月10日�までに、
竹野へ電話で�

戸田�
�7174－
6554

太極拳
入門講
座�

バドミ
ントン�

軟式野
球�

グラウ
ンド・
ゴルフ�

4月29日�、5
月4日�・11日
�午前9時から�

市 民
体 育
館�

4月3日�までに、所
定の申込書をカノンス
ポーツへ�

トーナメント戦�
市内在住・在勤
・在学で高校生
以上のチーム�

1チーム5,000
円（協会未登
録チームは別
に10,000円）�

バスケッ
トボール�

鎌田�7146
－1371（カ
ノンスポー
ツ内）�

問い合わせ�競技内容等� 対　象�ところ� 申し込み�費　用�と　き�種　目�
■市民大会とスポーツ教室� 体育課 �7167─1536問�



江
戸
川
左
岸
流
域
関
連

公
共
下
水
道
事
業
計
画

変
更
案
を
縦
覧

縦
覧
期
間

３
月
３
日（
月
）

〜
17
日
（
月
）

縦
覧
場
所

下
水
道
総
務
課

（
市
役
所
第
一
庁
舎
三
階
）

縦
覧
図
書

柏
市
第
四
号
公

共
下
水
道
（
江
戸
川
左
岸
流
域

関
連
）
事
業
計
画
変
更
案

1

下
水
道
総
務
課
�
７
１
６

７
│
１
４
０
９

選
挙
人
名
簿
を
縦
覧

今
回
登
録
さ
れ
る
か
た

昭

和
58
年
３
月
２
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
平
成
14
年
12
月
１
日
ま
で

に
柏
市
に
転
入
届
を
し
、
引
き

続
き
３
月
１
日
現
在
も
居
住
し

て
い
る
か
た

縦
覧
期
間

３
月
３
日（
月
）

〜
７
日
（
金
）

縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
市
役
所
第
一
庁
舎

四
階
）

1

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
７
１
６
７
│
１
０
９
２

市
立
柏
病
院
で
循
環
器

専
門
外
来
を
開
始

市
立
柏
病
院
は
、
３
月
か
ら

循
環
器
専
門
外
来
を
始
め
ま

す
。対

象

高
血
圧
・
狭
心
症
・

不
整
脈
な
ど
心
臓
病
に
関
す
る

診
療診

療
日
時

原
則
と
し
て
毎

月
第
二
・
第
四
土
曜
日
午
前
８

時
半
〜
11
時
※
電
話
予
約
あ
り

1

市
立
柏
病
院
�
７
１
３
４

│
２
０
０
０

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集

市
で
は
、
農
作
業
の
お
手
伝

い
を
し
て
く
れ
る
農
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
で
成
人
の

か
た
、
五
十
人

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ

て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│

８
５
０
５
　
柏
市
役
所
農
政
課

へ
、
３
月
７
日
（
金
）
ま
で
に

郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選

1

農
政
課
�
７
１
６
７
│
１

１
４
３

柏
市
第
二
次
情
報
化
基

本
計
画
案
に
ご
意
見
を

市
で
は
、
柏
市
第
二
次
情
報

化
基
本
計
画
を
作
成
す
る
た
め

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

計
画
は
平
成
15
〜
19
年
度
の

五
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
Ｉ

Ｔ
を
駆
使
し
た
情
報
化
施
策
を

体
系
的
に
進
め
る
た
め
の
指
針

と
な
る
も
の
で
す
。

計
画
案
は
企
画
調
整
課
、
事

務
管
理
課
（
い
ず
れ
も
市
役
所

第
二
庁
舎
三
階
）
で
配
布
す
る

ほ
か
、
柏
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
は
一
面
欄
外
）
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

計
画
案
に
対
す
る
ご
意
見
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

計
画
案
に
対
す

る
意
見
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
書
い
て
、
〒
２

７
７
│
８
５
０
５
　
柏
市
役
所

企
画
調
整
課
へ
、
３
月
14
日

（
金
）
ま
で
に
郵
送
す
る
（
必

着
）か
電
子
メ
ー
ル（k-kikaku

@
vesta.ocn.ne.jp

）
で

1

企
画
調
整
課
�
７
１
６
７

│
１
１
１
７
、
事
務
管
理
課
�

７
１
６
７
│
１
１
１
８

環
境
の
月
の
イ
ベ
ン
ト

を
募
集

市
で
は
、
６
月
を
環
境
の
月

と
定
め
て
、
各
種
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
環
境
の
月
に
行
う

催
し
（
展
示
会
や
講
習
会
等
）

の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
者
に
は
、
記
念
品
を
差

し
上
げ
ま
す
。

申
し
込
み

住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
と
事

業
内
容
（
実
施
時
期
・
場
所
、

実
施
方
法
、
運
営
主
体
、
事
業

の
テ
ー
マ
等
）
を
書
い
て
、
〒

２
７
７
│
８
５
０
５
　
柏
市
役

所
環
境
保
全
課
へ
、
３
月
20
日

（
木
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

1

環
境
保
全
課
�
７
１
６
３

│
４
４
２
２

江
戸
川
左
岸
圏
域
流
域

懇
談
会
の
結
果
を
公
開

１
月
28
日
に
行
わ
れ
た
第
三

回
江
戸
川
左
岸
圏
域
流
域
懇
談

会
の
資
料
と
議
事
要
旨
を
次
の

と
お
り
公
開
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
期
間

３
月
14
日（
金
）

ま
で閲

覧
場
所

治
水
課
（
市
役

所
第
一
庁
舎
三
階
）、
千
葉
県

都
市
河
川
課
（
千
葉
市
）、
東

葛
飾
事
務
所
（
松
戸
市
）
・
葛

南
事
務
所
（
船
橋
市
）、
真
間

川
改
修
事
務
所
（
市
川
市
）

1

千
葉
県
都
市
河
川
課
�
０

４
３
│
２
２
３
│
３
１
５
６

移
動
暴
力
相
談
所
を
開

設千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会

議
で
は
、
暴
力
団
に
関
す
る
相

談
を
常
時
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
た
び
次
の
と
お
り
移
動
暴

力
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

と
き

３
月
５
日
（
水
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

千
葉
県
東
葛
飾
支

庁
（
松
戸
市
）

対
象

県
内
在
住
の
か
た

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民

会
議
�
０
４
３
│
２
５
４
│
８

９
３
０

柏
工
業
専
門
校
の
訓
練

生
を
募
集

柏
工
業
専
門
校
（
明
原
三
丁

目
）
で
は
、
平
成
15
年
度
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
学
科

木
造
建
築
科

（
建
築
基
礎
）
・
専
修
建
築
科

（
二
級
建
築
士
受
験
コ
ー
ス
・

二
級
建
築
施
工
管
理
技
士
受
験

コ
ー
ス
）
・
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

（
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
に
よ
る
作
図

コ
ー
ス
）
・
電
気
工
事
科
（
第

二
種
電
気
工
事
士
受
験
コ
ー

ス
）
・
土
木
科
（
一
・
二
級
土

木
施
工
管
理
技
士
受
験
コ
ー

ス
）
・
パ
ソ
コ
ン
科
（
初
心
者

コ
ー
ス
、基
礎
・
応
用
コ
ー
ス
、

検
定
コ
ー
ス
）

開
講
時
間

４
月
か
ら
の
午

後
６
時
半
〜
９
時
（
パ
ソ
コ
ン

科
は
昼
間
の
コ
ー
ス
も
あ
り
）

申
込
期
限

３
月
14
日（
金
）

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
工
業
専
門
校
�
７
１
４

４
│
６
６
８
１

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
店
者
を
募
集

３
月
29
日
（
土
）
午
前
11
時

〜
午
後
２
時
に
千
代
田
町
公
園

で
開
か
れ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

出
店
料

二
千
円

申
し
込
み

３
月
20
日（
木
）

ま
で
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校

を
贈
る
会
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
贈

る
会
�
７
１
６
７
│
６
３
６
０

（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

広報�� 第１１８８号 平成１５年（２００３年）３月１日

10日�＝西原近隣センター、12日�＝豊四季台近隣センタ
ー、14日�＝南部近隣センター、18日�＝酒井根近隣セン
ター・新田原近隣センター、28日�＝田中近隣センター�
いずれも午前9時半・10時15分・11時�
14日�＝アミュゼ柏、19日�＝布施近隣センター・富里近
隣センター・藤心近隣センター�
いずれも午後1時半・2時15分・3時�
基本健康診査・女性の健康診査・人間ドック等の結果が生
活習慣改善を要するかた�

健康づくり相
談（予約制） 

日時は申込時に決定、健康管理センター�
糖尿病等の病態別の食事相談が必要なかた�

食事（栄養）相
談（予約制） 

20日�午後1時半～3時、教育福祉会館�
市内在住のかた�
子どもは母子健康手帳、40歳以上のかたは健康手帳、歯
ブラシを持参�

かしわ歯科相
談室 
※今回は矯正
　歯科相談 

7日�・19日�・25日�午後1時半～2時20分、保健センター�
生後3カ月～7歳5カ月児�
予診票・母子健康手帳・スリッパを持参�

ポリオの予防
接種 

7日�＝松葉近隣センター、14日�＝アミュゼ柏�
いずれも午後1時半～3時�
1歳3カ月児ぐらいまで�
母子健康手帳・スプーン・皿を持参�

もぐもぐ・か
みかみ教室 
（離乳食教室） 

健康推進課 �7164-3333

柏保健所 �7167-1255

★通知が届いていない場合はご連絡を�
�1歳6カ月児健康診査（平成13年8月生まれ）＝4日�・5日�・12日�・13日��
�3歳児健康診査（平成11年9月生まれ）＝6日�・11日�・20日��
�幼児のむし歯予防教室（平成13年3月生まれ）＝14日�・18日�・24日��

�日曜日・祝日�歯科�7164─8114（午前10時～午後3時半）�
歯科以外�7163─0119（午前9時～午後5時）※音声案内�

…�

�夜 間� 内科・小児科�7163─0119（午後7時～午前8時）�
　　　　　　※午後10時以降は音声案内�

…�

夜間・休日に急病になったら�

2日・23日の各�午前10時～11時15分・午後0時半～4時、
柏駅東口ハウディーモール駅前交差点付近（みずほ銀行・
三井住友銀行前）�
16～64歳（成分献血は18歳から）で健康なかた�

献血キャンペ
ーン 

7日・14日・28日の各�午後2時～4時、柏保健所�
医師の相談は要予約�心の健康相談 

3日�・17日�午後2時～4時、柏保健所�
医師の相談は要予約�

アルコール悩
みごと相談 
女性クリニック 
（予約制） 

〈婦人科〉11日�・〈内科〉18日�、午後1時半～3時�
柏保健所�
27日�午後1時～2時、柏保健所�
発達の遅れが心配な1歳ぐらいまでの乳幼児�

未熟児等発達相
談（予約制） 

27日�午後1時～2時、柏保健所�
整形外科的な心配のある18歳未満の乳幼児・児童�
母子健康手帳を持参�

療育相談 

精神障害社会復
帰グループ 
「樹（みき）の会」 

酒害教室 4日�午後1時半～5時、中央公民館�
アルコール依存症のかた・家族�

6日・20日・27日の各�午前10時～正午、柏保健所ほか�
要予約�

柏
市
吟
詠
剣
詩
舞
道
大
会

３

／
21
の
９
時
〜
17
時
、
市
民
文
化

会
館
。
吟
詠
、
詩
舞
の
発
表
。
無

料
。
中
村
�
７
１
４
５
│
９
５
３

０
柏
写
友
会
写
真
展

３
／
11
〜

16
の
９
時
〜
17
時
（
11
日
は
13
時

か
ら
、
16
日
は
16
時
ま
で
）、
中

公
。
無
料
。
江
角
�
７
１
６
３
│

０
９
１
６

大
輪
咲
菊
作
り
講
習
会

３
月

〜
５
月
の
第
三
�
13
時
〜
15
時
、

富
士
見
町
ふ
る
さ
と
会
館
。
三
千

円
。３
／
10
ま
で
に
申
し
込
み
を
。

豊
田
�
７
１
４
４
│
２
６
４
６

春
蘭
展

３
／
16
の
９
時
〜
16

時
、
花
野
井
公
会
堂
。
無
料
。
松

丸
�
７
１
３
２
│
３
７
７
７

春
蘭
展

３
／
８
〜
９
の
９
時

〜
17
時
、
田
中
農
協
会
館
。
無
料
。

深
津
�
７
１
３
３
│
８
５
７
６

学
生
席
書
大
会

３
／
９
の
13

時
、
柏
一
小
。
小
・
中
学
生
。
千

五
百
円
。
秀
作
は
４
／
１
〜
５
に

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
。
伊
藤

�
７
１
４
３
│
０
０
８
８

や
さ
し
い
ス
ケ
ッ
チ
作
品
展

３
／
20
〜
24
の
９
時
半
〜
21
時
半

（
20
日
は
14
時
か
ら
、
24
日
は
16

時
ま
で
）、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
無
料
。

山
本
�
７
１
６
９
│
７
１
６
８

日
本
刺
繍
作
品
展

３
／
１
〜

４
の
10
時
〜
20
時
（
１
日
は
12
時

か
ら
、
４
日
は
18
時
ま
で
）、
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
無
料
。
茂
木
�

７
１
４
３
│
７
７
４
８

学
校
給
食
を
食
べ
て
み
ま
せ
ん

か
　
３
／
23
の
11
時
〜
16
時
、
あ

け
ぼ
の
山
農
業
公
園
。
カ
レ
ー
ル

ー
作
り
の
実
演
あ
り
。
秋
谷
�
７

１
３
４
│
１
９
１
９
（
午
後
）

中
国
語
「
は
じ
め
の
一
歩
」

毎
�
18
時
45
分
、
中
公
。3

五
千

円
。
講
師
は
中
国
大
学
の
先
生
。

松
本
�
７
１
３
４
│
２
３
６
６

ヘ
ル
ス
サ
ー
ク
ル

毎
�
・
�

13
時
、
市
民
体
育
館
。
ス
ト
レ
ッ

チ
・
リ
ズ
ム
体
操
。2

千
円
、3

七
百
円
。
澤
口
�
７
１
３
３
│
７

７
２
７

ほ
ほ
え
み
会
親
子
グ
ル
ー
プ

毎
�
か
�
10
時
、
永
楽
台
近
セ
。

一
〜
三
歳
児
と
保
護
者
。4

千
五

百
円
。３
／
10
の
10
時
に
説
明
会
。

土
屋
�
７
１
６
９
│
４
６
９
６

わ
ら
べ
会

月
一
回
�
10
時
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
盆
踊
り
。3

千
円
。

中
嶋
�
７
１
４
３
│
２
５
２
７

社
交
ダ
ン
ス
「
ラ
イ
ラ
ッ
ク
」

月
四
回
�
19
時
、
豊
四
季
台
近
セ

ほ
か
。
初
心
者
歓
迎
。2

二
千
円
、

3

三
千
円
。
講
師
は
プ
ロ
。
深
川

�
７
１
６
４
│
１
６
３
６

社
交
ダ
ン
ス
「
す
ず
ら
ん
」

月
四
回
�
10
時
、
豊
四
季
台
近
セ

ほ
か
。
初
心
者
歓
迎
。2

二
千
円
、

3

三
千
円
。
講
師
は
プ
ロ
。
有
山

�
７
１
４
６
│
７
９
３
１

新
田
原
美
容
体
操
サ
ー
ク
ル

第
一
・
三
�
13
時
、
第
二
・
四
�

９
時
20
分
、
新
田
原
近
セ
。2

千

円
、3

千
五
百
円
。
沼
澤
�
７
１

６
３
│
３
６
８
６
（
19
時
以
降
）

千
葉
中
国
文
化
交
流
会

第
一

〜
三
�
13
時
、
旭
町
近
セ
。
中
国

旅
行
・
日
常
会
話
を
中
心
。3

三

千
七
百
五
十
円
。
李
�
７
１
６
９

│
１
６
８
８

ペ
ン
習
字
「
若
竹
会
」

第
二

・
四
�
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初

心
者
歓
迎
。2

千
五
百
円
、3

千

六
百
円
。
江
口
�
７
１
４
７
│
０

５
６
７
（
19
時
以
降
）

洋
裁
「
あ
じ
さ
い
の
会
」

第

二
・
四
�
18
時
、
県
プ
ラ
。3

二

千
円
。
津
田
�
７
１
３
１
│
１
７

０
７◎

日
時
・
場
所
は
予
定
で
す

猫

成
猫
の
雑
種
。
雄
一
匹

（
白
黒
）。
武
内
�
７
１
７
１
│
０

３
４
６

月�3

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

催
し
・
講
習
会

犬
・
猫
差
し
上
げ
ま
す
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耳
の
日

突
然
、
ゴ
ソ
ゴ
ソ
ッ
と
耳
の
奥
で
何

か
が
動
く
。
頭
を
振
る
た
び
に
音
が
す

る
│
│
。
耳
あ
か
だ
。

耳
あ
か
と
い
う
と
、
母
の
ひ
ざ
の
ぬ

く
も
り
を
思
い
出
す
。
小
学
生
の
こ
ろ

ま
で
は
、
よ
く
母
の
ひ
ざ
枕
で
耳
掃
除

を
し
て
も
ら
っ
た
も
の
だ
。
今
は
セ
ル

フ
サ
ー
ビ
ス
だ
が
。
し
か
し
、
予
想
以

上
に
大
き
な
耳
あ
か
が
と
れ
た
と
き
の

爽
快
感
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。

こ
の
耳
あ
か
、
遺
伝
に
よ
っ
て
し
っ

と
り
派
と
カ
サ
カ
サ
派
の
二
つ
の
タ
イ

プ
が
あ
る
よ
う
で
、
日
本
人
で
は
約
八

割
が
、
カ
サ
カ
サ
派
。
お
手
入
れ
は
、

七
〜
十
日
に
一
度
、
耳
あ
か
が
柔
ら
か

く
な
る
お
ふ
ろ
上
が
り
に
先
の
柔
ら
か

い
綿
棒
な
ど
で
、
奥
へ
押
し
込
ん
で
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
そ
っ
と
な
ぞ
る
程
度

が
い
い
ら
し
い
。
お
手
入
れ
を
さ
ぼ
っ

て
、
耳
あ
か
が
奥
で
固
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
無
理
に
と
ら
ず
耳
鼻
咽

喉
科
へ
。「
耳
あ
か
水
」
と
い
う

魔
法
の
水
で
、
耳
あ
か
を
柔
ら
か

く
し
て
と
っ
て
く
れ
る
そ
う
。

３
月
３
日
は
、「
耳
の
日
」。
３

３
（
み
み
）
の
ご
ろ
合
わ
せ
だ
が
、

耳
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
が

一
九
五
六
年
に
定
め
た
。
せ
め
て
、
こ

の
日
ぐ
ら
い
は
、
新
婚
時
代
に
戻
っ
た

つ
も
り
で
妻
に
耳
掃
除
を
頼
ん
で
み
よ

う
か
。「
き
く
耳
持
た
ず
」
で
聞
き
流

さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が
。

【
ひ
と
く
ち
メ
モ
】

耳
の
日
は
、
サ
リ
バ
ン
先
生
が
ヘ
レ

ン
・
ケ
ラ
ー
の
指
導
を
始
め
た
日
。
電

話
の
発
明
者
で
あ
り
聴
覚
障
害
者
の
言

葉
の
教
師
で
も
あ
る
グ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル

の
誕
生
日
に
も
ち
な
ん
で
い
る
。

街�の�街�の�

広報紙がお手元に届かない場合は広報広聴課（�7167－1119）へご連絡ください

21

6 7

8 9

3 54

10

12

11

13 14

16

17

15

18

2019

二
重
マ
ス
の
７
文
字
を
並
べ
替
え
て
一
つ
の

言
葉
に
し
て
く
だ
さ
い

応募方法
は
が
き
に
、
答
え
と
今
号
の
感
想
や
意
見
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る

賞
品
名
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０
５
　
柏
市

役
所
広
報
広
聴
課
へ
、
３
月
17
日
（
月
）
ま
で
に
郵

送
で
（
必
着
）。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
五
人
の

か
た
に
柏
レ
イ
ソ
ル
グ
ッ
ズ
を
、
五
人
の
か
た
に
図

書
券
と
砂
川
美
術
工
芸
館
入
場
券
二
枚
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
２
月
１
日
号
の
正
解
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
し
た
。

応
募
総
数
は
二
百
九
十
七
通
。
当
選
者
の
発
表
は
、

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1

広
報
広
聴
課
�
７
１
６
７
│
１
１
１
９

タ
テ
の
カ
ギ

１

第
一
回
定
例
市
議
会
で
の

市
長
演
説
（
ヒ
ン
ト
は
一
面
）

２

借
り
手
が
家
主
に
預
け
ま

す
。
引
越
し
で
い
く
ら
戻
る
？

３

デ
リ
カ
シ
ー
の
無
さ
に
思

わ
ず
ひ
そ
め
て
し
ま
い
ま
す

４

う
ん
、
う
ん
、
そ
う
だ
よ

ね
。
○
○
○
○
を
打
つ

５

春
の
○
○
○
○
○
○
運
動

実
施
中
（
ヒ
ン
ト
は
三
面
）

７

せ
っ
か
く
の
好
意
が
○
○

に
な
る
。
恩
を
○
○
で
返
す

９

言
葉
少
な
い
こ
と
。
寡
黙

11

人
生
は
何
度
で
も
○
○
○

○
○
が
き
く
？

13

真
実
か
ど
う
か
怪
し
い
と

い
だ
く
も
の

14

家
で
は
ブ
ス
ッ
。
ほ
か
で

は
ニ
コ
ッ
。
○
○
○
○
が
良
い

18

威
勢
が
い
い
人
は
こ
こ
で

風
を
切
り
ま
す

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

市
内
の
伝
統
行
事
「
篠
籠

田
の
○
○
○
○
」
は
三
匹
で
す

４

事
態
が
だ
ん
だ
ん
良
く
な

い
方
向
へ
　
　

６

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
オ
ペ
ッ
ク
）

は
○
○
○
輸
出
国
機
構
の
略
語

７

こ
れ
が
あ
れ
ば
何
も
い
ら

な
い
わ
。
ラ
ブ
ラ
ブ
よ

８

一
休
み
。
○
○
を
つ
く

９

気
が
付
け
ば
い
ら
な
い
も

の
ば
か
り
買
っ
ち
ゃ
っ
た

10

外
国
語
を
日
本
語
に
直
す

12

義
理
堅
く
実
直
な
こ
と

14

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
こ
う
も

15

力
士
と
し
て
の
呼
称

16

沸
騰
し
た
水
。
触
る
と
や

け
ど
し
ま
す
よ

17

熱
の
出
始
め
に
ゾ
ク
ゾ
ク

ッ
と
し
ま
す

19

�
○
○
○
が
あ
る
さ
〜

20

人
違
い
？
他
人
の
○
○
○

米国カリフォルニア州トーランス市と1973
年2月20日に姉妹都市提携を結び、今年で30周
年を迎えました。これを記念して2月6日～13
日に本多市長・西富市議会議長をはじめとす
る市民親善使節団30人と文化連盟文化使節団

45人が同市を訪問。
市内の小学校訪問
や、姉妹都市提携
当時のケン・ミラ
ー元トーランス市
長も参加したサク
ラの記念植樹など
を通して、今後の
親交を確かめ合い
ました。

30年越しの親交、これからも
姉妹都市米国トーランス市を訪問

豊
四
季
駅
自
由
通
路
が
完
成

東武野田線豊四季駅の北側と南側を結ぶ自由通路が完

成し、2月23日に市民による渡り初めが行われました。

この自由通路はエレベーターとエスカレーターが設置さ

れ、お年寄りや車いすのかたなども利用しやすくなって

います。これにより、踏み切りで待たされることもなく

北側と南側をいつでも行き来できるようになりました。

あけぼの山農業公園の梅園「四季の里」では、約

100本の梅の木が春の訪れを告げています。今年は

紅梅を中心に2月中旬から咲き始め、3月中旬ごろま

でが見ごろ。公園内にはアスレチックコースなども

あり、家族で楽しむことができます。暖かい春の日

差しと梅の香りを楽しみに出かけてみませんか。

あけぼの山農業公園の梅
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